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自動車リサイクル業界動向

使用済み自動車の引き取り件数が激減
　自動車リサイクル促進センターの統計に
よると、2023年1月の使用済み自動車引
き取り件数は 18 万 5,259 件（対前年比
91.6％）でした。2005年3月以降、引き
取り台数が月間20万台を下回るのは初め
てのことです。続く2月も20万5,997件

（同98.1％）と、依然として低い水準にあ
ります。
　使用済み自動車は、代替購入される新車
販売台数と連動する傾向があります。その
ため、新車販売市場動向とともに、近年の

使用済み自動車引き取り件数の推移を確認
したいと思います。
新車販売台数
　2019年10月の消費税増税を受けた反
動減から、同月〜翌2020年9月までの
12 ヵ月間対前年日マイナスで推移しまし
た。さらに2020年4月には緊急事態宣言

（7日に7都府県、同月16日に全国へ拡大）
が発出されるなど、新型コロナウイルスの
影響が本格化。2020年5月には対前年比
55.1％にまで販売台数が減少しました。

　その後2020年10月からは、前年の消
費税増税による反動減からの回復が見られ、
2021年6月までは前年比プラスで推移し
ました。しかし徐々に半導体不足や部品調
達の遅れなどによる新車減産の影響が見ら
れはじめ、9月に前年対比67.8％、10月
に同68.7％となるなど、販売台数が減少
し ま し た。2022 年 の 9 月 に 前 年 比 で
124.1％と大きく回復しているように見え
ますが、これは前年の落ち込み幅が大きか
ったためであり、2020年と比較すると
84.1％、2019年と比較すると72.1％と、
低い水準に留まっています。
使用済み自動車の引き取り件数
　使用済み自動車の引き取り件数を見ると、
2019年10月の消費税増税や2020年4
月以降の新型コロナウイルス感染拡大を受
けた新車販売の不振などを受けて、2020
年2月から2021年2月まで前年を下回る
状況が続きました。その後3月からは、新
車販売の回復と比例して前年件数を上回る
月が目立ちましたが、同年10月からは先
述の新車減産の影響を受けて前年比マイナ
スで推移しています。さらに最近の円安を
受けて、輸出される中古車が増加傾向にあ
り、国内で循環される使用済み自動車の台
数はますます減少しています。
　私たち自動車リサイクル業界は、今後も
高品質なリサイクル部品を提供し続けるこ
とによって、整備・鈑金塗装事業者の皆さ
まを支援して参ります。しかし昨今の社会
情勢などの影響から、リサイクル部品を生
産するための使用済み自動車の仕入れが困
難な状況が続いています。使用済み自動車
引き取りのご相談は、ぜひお近くのNGP
組合員までお声がけいただければ幸いです。

出典：公益財団法人自動車リサイクル促進センター Web サイト（2013 年 1 月〜 2016 年 3 月 =「使用済自動車の再資
源化等に関する法律（平成 14 年法律第 87 号）第 116 条に基づく 経済産業大臣及び環境大臣への報告事項」、2016 年
4 月〜 2022 年 12 月＝「2016 年度 都道府県別 引取 ( 電子マニフェスト ) 実施状況」）

出典：一般社団法人日本自動車販売協会連合会 Web サイト
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　NGP協同組合は、自動車をリサイクル
する中で得られる環境貢献度を利用して、
自動車関連事業者の皆さまがカーボンニュ
ートラル及びSDGsに取り組むことが可能
となるサービスの提供を、2022年9月よ
り開始しています。
　同サービスのメニューの一つとして、自
動車リサイクル部品の利用に伴うCO2 削
減量を記載した「自動車リサイクル部品環
境貢献書」の提供を行っています。また、
NGPはこの取り組みを広く浸透させるこ
とを目的として、リサイクル部品を活用す
る自動車整備・鈑金塗装事業者を対象とし
たキャンペーンを2022年10 〜 11月の
2 ヵ月間開催しました。このキャンペーン
は、期間中のリサイクル部品利用に伴う
CO2 削減量を事業者ごとに算出し、削減
量が多かった上位500社に対して「カー
ボンニュートラル賞」として「環境貢献書」
と香川県豊島の名産「豊島オリーブセット」
をプレゼントするものです。なお、「環境
貢献書」には対象期間中に利用したリサイ
クル部品のCO2 削減量、利用点数が記載
されており、受賞企業に対しては再生紙を
利用した額縁に入れて贈呈しています。
　NGP組合員である(株)福山セコ（広島県
福山市）は受賞した(有)笠岡ダイハツ販売、
(有)藤井板金塗装、福山オートサービス(
株)の3社を訪問し、賞品を贈呈しました。
受賞した各社からは、喜びのコメントをい
ただくことができました。
　NGPはカーボンニュートラル、SDGsの
取り組みの裾野を広げていくため、今後も
同サービスを推進して参ります。

リサイクル部品の利用に伴うCO2 削減量を見える化

NGP、顧客のSDGs活動を 
「環境貢献書」で後押し

Topics

(有)笠岡ダイハツ販売（岡山県笠岡市）

　最近、カーボンニュートラルやSDGsという
キーワードを目にする機会が増えており、気には
なっていましたが、中小企業として取り組むには
ハードルが高いとも感じていました。今回、リサ
イクル部品を使うだけでも、これらに取り組んで
いると言えることがわかって、よかったです。い
ただいた環境貢献書を受付のお客様からよく見え
る場所に掲示して、自社PRの一つとして活用する
とともに、自分たちのできるところからSDGsに
取り組んでいきたいと思います。

代表取締役
八杉 耕太郎 氏

右：(有)笠岡ダイハツ販売・代表取締役 八杉耕太郎氏、
左：(株)福山セコ・営業部販売課課長 久保和浩氏

(有)藤井板金塗装（広島県福山市）

　当社は、お客様がご来店しやすいように、アッ
トホームな会社作りをモットーにしています。こ
れまでも、お客様の要望に応えるためにリサイク
ル部品を積極的に活用してきました。今までは、
安価であるということを一番にお伝えしていまし
た。ですが、キャンペーンを通じて、環境にやさ
しいということに改めて気づかされました。いた
だいた環境貢献書を活用して、今後はリサイクル
部品の環境貢献も併せてお客様に伝えて行ければ
と思います。

代表取締役社長
藤井 謙太郎 氏

左：(有)藤井板金塗装・代表取締役社長 藤井謙太郎氏、
右：(株)福山セコ・久保氏

福山オートサービス(株)（広島県福山市）

　当社は1964年に創業し、福山という穏やかな
土地で、地域のお客様を支え、支えられ、今があ
ります。地域に愛されお客様から必要とされる会
社であり続けるためには、SDGsという考え方は
大切だと思っています。リサイクル部品の活用も
その一つだと考えており、環境貢献書はお客様に
わかりやすくリサイクル部品の環境性を伝えるい
いツールだと思います。これからも福山セコ様と
も一緒になって、地域社会に貢献していきたいと
思います。

整備部次長 工場長
甲本 勝 氏

左：福山オートサービス(株)・整備部次長 工場長 甲
本勝氏、右：(株)福山セコ・久保氏



　皆様からのご好評にお応えして、宝くじ
などの賞品が抽選で当たる「NGP春の大
感謝キャンペーン」を、4月1日〜 6月
30日までの3 ヵ月間開催致します。
　NGPリサイクル部品に貼付されるギャ
ランティシールを3枚集めてご応募いただ
いた方の中から、抽選で1,000名の方に
宝くじなどの賞品をプレゼントいたします。
　さらに今回は応募者の中から抽選で300
社様に、3,000円相当の豊島オリーブセッ
ト（オリーブオイル、塩、オリーブ石けん）
と　自動車リサイクル部品環境貢献書をプ
レゼントする「カーボンニュートラル賞」
をご用意しました。
　環境貢献書には、自動車整備・鈑金塗装
事業者の皆さまがリサイクル部品を活用し
たことによるCO2 削減量が記載されてい
ます。この環境貢献書を活用することで、
カーボンニュートラルやSDGsに向けた取
り組みの成果を具体的な数値として確認す
ることができます。さらにそのCO2 削減
量を、自社のSDGs活動実績として内外に
向けて発信することも可能となります。
　カーボンニュートラルやSDGsに対する
社会的な関心が高まる中、環境貢献を目指
した取り組みは、他社との差別化に向けた
PR活動及びそれによる事業の発展に寄与
すると考えています。
　キャンペーン応募用紙は各NGP組合員
より皆様に配布するほか、当組合Webサ
イト（https://www.ngp.gr.jp/campai
gn/）からダウンロードすることも可能で
す。なお、ギャランティシールに付帯して
いるベルマークは切り離し、ぜひ地域社会
貢献にご活用いただきたくお願い申し上げ
ます。
　お一人様何口でもご応募いただけます。
皆様からのご応募を心よりお待ちしており
ます。

環境貢献書をプレゼントする「カーボンニュートラル賞」を新たに設定！

「NGP春の大感謝キャンペーン」
開催中！！

※自動車リサイクル部品産学共同研究
会が、「自動車リサイクル部品による環
境負荷低減効果の研究」の結果をもと
に、NGPが販売したリユース部品の
90品目（左右ある部品を含むと115
品目）を対象に算出した数値です。

※リターナブル梱包材の利用に伴う削
減効果はNGP協同組合独自のCO2排
出量削減の取り組みです。段ボールに
代えて、専用梱包材を繰り返し使用す
ることを前提に削減効果を算出してお
ります。

NGP 今月のCO2削減量
リユース部品利用に伴うCO2削減量

リターナブル梱包材利用に伴うCO2削減量

令和５年２月： 0.6t

令和５年２月： 1,864t

カーボンニュートラル賞 ...........................................................300社様
自動車リサイクル部品環境貢献書 + 豊島オリーブセット
豊島オリーブセットの内容：豊島OLIVE（豊島産100％オリーブオイル）50mℓ、
 豊島の塩（てしま天日塩ファーム）100g、
 豊島のオリーブ石鹸（シャンプーバー）85g

１等 ....................................................................................................................１名様
「サマージャンボ宝くじ1000枚」または
「Amazonギフト券30万円分」または「JCBギフト券30万円分」

２等 ....................................................................................................................７名様
「サマージャンボ宝くじ100枚」または
「Amazonギフト券30,000円分」または「JCBギフト券30,000円分」

３等 ...............................................................................................................992名様
「サマージャンボ宝くじ10枚」または
「Amazonギフト券3,000円分」または「JCBギフト券3,000円分」

応募期間：2023年4月1日〜 2023年6月30日※当日消印有効
発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

自動車リサイクル部品環境貢献書

プレゼント内容
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FSC® 森林認証紙、ノン VOC インキ（石油系溶剤 0％）など印刷資材と製造工程が環境に
配慮されたグリーンプリンティング認定工場にて、印刷事業において発生する CO₂ 全てを
カーボンオフセット（相殺）した「ゼロカーボンプリント」で印刷しています。

FSC® 森林認証紙、ノン VOC インキ（石油系溶剤 0％）など印刷資材と製造工程が環境に
配慮されたグリーンプリンティング認定工場にて、印刷事業において発生する CO₂ 全てを
カーボンオフセット（相殺）した「ゼロカーボンプリント」で印刷しています。

P-B10164

FSC®森林認証紙、ノンVOCインキ（石油系溶剤0％）など印刷資材と製造工程が環境に配慮されたグリーンプリンティング
認定工場にて、印刷事業において発生するCO₂全てをカーボンオフセット（相殺）した「C0₂ゼロ印刷」で印刷しています。

FSC® 森林認証紙、ノン VOC インキ ( 石油系溶剤 0％ ) など印刷資材と製造工程が環境に配
慮されたグリーンプリンティング認定工場にて、再生可能エネルギー 100％で印刷。印刷会
社が所有する施設や車両、購入した電力などエネルギーの製造時に排出される CO2 全量をカー
ボンオフセット（相殺）した「CO2 ゼロ印刷」で印刷しています。

　NGP東海支部（藤村博志理事）が回
収に協力した使用済みエアバッグをアッ
プサイクルして制作されたバッグ類が、
フランスのファッションブランド・アニ
エスベーの日本法人であるアニエスベー
ジャパンより発売されました。
　NGP東海支部は、使用済みエアバッ
グを服飾用の生地として再生・販売する
リベレテキスタイル社の長谷川泰聖社長
からの協力依頼を受けて、2021年7月
からエアバッグの回収を開始しました。
　リベレテキスタイル・長谷川社長は「エ
アバッグの再利用を考えたときに、使用
済みエアバッグの回収・安定供給が一番
の課題でした。これまで自動車リサイク
ル業界との関係性がなかったため、回収
に協力いただけそうな企業に幅広く連絡

をする中でNGP東海支部とつながるこ
とができ、回収にご協力をいただいてい
ます。当社で再生・販売しているエアバ
ッグの約4割は、NGP東海支部組合員
の皆さまに回収いただいたものです。今
後もエアバッグの再生などを通じて、温
暖化の防止やSDGsの達成に少しでも貢
献できればと考えています」と、NGP
の協力に対して感謝を表しています。
　NGP東海支部において、エアバッグ
回収事業を中心となって推進してきた
NGP東海事業部の鈴木修一本部長は

「我々自動車リサイクル事業においては、
エアバッグの生地を部品化することはで
きず、その多くはシュレッダーダストと
して廃棄されています。今回、リベレテ
キスタイルの長谷川社長から使用済みエ

アバッグの再利用についての提案をいた
だき、廃棄物削減や地球環境負荷軽減に
つなげたいという思いから、回収事業を
推進してきました。エアバッグの生地を
回収するためには、生地部分のみを切り
取る必要がありますが、当初その作業に
多くの時間を要していました。そこで長
谷川社長にご協力をいただき、回収後の
エアバッグを裁断・縫製している工場を
見学し、裁断するための道具や方法を学
び、組合員へ情報共有をしました。エア
バッグ回収事業は、儲かる・儲からない
という話だけではなく、地球環境のため
にも継続していきたいと考えています」
と、今後もSDGs達成に向けた活動を強
化していく考えを示しました。

　廃車王 長崎店（(株)アール・トーヨー、
本社：長崎県長崎市、斎木崇司社長）は
2月14日、長崎県のバスケットボール
B2リーグのチームである長崎ヴェルカ
と協力し、長崎市立南小学校（長崎市
千々町）の全児童7人を長崎ヴェルカホ
ームゲームへ招待するチケットの贈呈式
を行いました。
　廃車王 長崎店はSDGsの活動に取り
組んでおり、長崎ヴェルカは地方創生の
一環として過疎化が進む地域でイベント
を開催するなど、地域や子どもたちの未
来に貢献することを目指した活動を展開
しています。
　今回、チケットを贈呈した南小学校は、
2023年度をもって廃校となります。同

校に通う子どもたちに思い出を作ってあ
げたいという気持ちからイベントが企画
され、県内企業として「持続可能な社会」
に取り組む両社の想いが一致したことか
ら、チケットの贈呈が実現しました。
　贈呈式には廃車王 長崎店の斎木社長
と長崎ヴェルカのマスコットキャラクタ
ー・LUCAが出席し、斎木社長から子ど
もたちにチケットが手渡されました。チ
ケットを受け取った子どもたちからは

「廃車王 長崎店、長崎ヴェルカの皆さん
ありがとうございます。ダンクシュート
を決めるのを見に行くのが楽しみです」
といった感謝の声が聞かれました。
　斎木社長は「同じ市内で廃校になる小
学生たちにたくさんの思い出をつくって

SDGs達成に向けて

NGP東海支部、
エアバッグのアップサイクルに協力

廃校になる小学校の児童の思い出づくりに

廃車王長崎店がSDGs活動で地域社会へ貢献

NGP組合員
かわら版

あげたいという想いで、今回のイベント
に参加いたしました。子どもたちも喜ん
でくれたようで、本当にやってよかった
と思います。長崎県は一部地域で過疎化
が進んでいます。今後の未来を担う子ど
もたちの教育は大切だと考えています。
これからも、地域貢献、子どもたちのた
めにできることがあれば取り組んでいき
たいと考えています」と話し、今後も地
域社会に貢献する活動を継続していく考
えを示しました。

贈呈式の様子

使用済みエア
バッグから制作
されたバッグ類


